
世代や環境を問わず、みんなで支え合うまちづくりを目指しましょう（昨年の市福祉運動会）

互
い
が
自
然
に
助
け
合
う
ま
ち
に
し
よ
う

　
近
年
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
に
伴
い
、
価
値
観
や
生
活
様
式
が
多
様
化
す

る
な
ど
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
23
年
３
月
11

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
災
害
時
の
要
援
護
者
へ
の
地
域
で
の
支
援
・
連
携
体
制
が

課
題
と
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、市
は
、福
祉
関
係
部
門
の
基
本
計
画
で
あ
る「
市
地
域
福
祉
計
画
」

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
25
年
４
月
に
改
定
し
た
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

進
む
市
の
少
子
高
齢
化

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

市
の
年
齢
３
区
分
別
総
人
口
と
、

そ
の
割
合
の
推
移
を
下
の
表
に
示

し
ま
す
。

　
下
表
か
ら
は
、
総
人
口
が
年
々

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
年
少
人
口
割
合（
15

歳
未
満
の
人
口
割
合
）が
低
下
す

る
一
方
、
高
齢
者
人
口
割
合（
65

歳
以
上
の
人
口
割
合
）が
高
く
な

り
、
本
市
で
も
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、表
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

１
世
帯
当
た
り
の
人
数
も
減
少
傾

向
に
あ
り
、
平
成
22
年
に
は
、
３

人
と
な
っ
て
い
て
、
核
家
族
化
も

進
行
し
て
い
ま
す
。

■ 

課
題
を
受
け
て
見
直
し

　
こ
の
よ
う
に
、
少
子
高
齢
化
や

核
家
族
化
が
進
む
中
、
23
年
３
月

に
は
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

災
害
時
の
安
否
確
認
や
要
援
護
者

へ
の
地
域
で
の
支
援
体
制
が
大
き

な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市

は
、
20
年
に
策
定
し
た「
市
地
域

福
祉
計
画
」に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
福
祉
施
策
の
展
開
の
評
価
・

検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
近
年
の

社
会
情
勢
の
変
化
や
制
度
改
革
に

対
応
し
た
計
画
へ
と
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

　
本
計
画
は
、「
地
域
力
を
活
用

し
た
福
祉
の
推
進
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
て
お
り
、
市
総
合
計
画
基

本
構
想
の
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ

る「
健
や
か
な
、
創
造
性
あ
ふ
れ

る
人
材
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進

す
る
福
祉
関
係
部
門
の
基
本
的
な

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
改
定
し
た
本
計
画

は
、
25
〜
29
年
度
の
５
年
間
を
計

画
期
間
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

■ 

基
本
理
念
と
基
本
目
標

　
市
地
域
福
祉
計
画
と
福
祉
に
関

連
す
る
計
画
・
指
針
な
ど
と
の
関

係
は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　
市
地
域
福
祉
計
画
は
、『
人
と

人
と
が
自
然
に
助
け
あ
う
ま
ち
づ

く
り
』を
基
本
理
念
と
し
、
４
つ

の
個
別
計
画
な
ど
に
共
通
す
る
理

念
と
地
域
福
祉
を
進
め
て
い
く
た

め
の
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」、盛
岡
北

部
行
政
事
務
組
合
の「
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」と
連
携
を
図

り
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
計
画
の
基
本
目
標
は
、
次
の
３

つ
で
す
。

❶
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
近
年
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
利

用
者
が
主
体
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
し
て
利
用
す
る
仕
組
み
に

変
化
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
主
体
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を

進
め
、相
談
支
援
・
情
報
提
供
体
制

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

❷
地
域
で
共
に
支
え
あ
う
ま
ち
づ

く
り

　
従
来
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
人

の
保
護
・
救
済
に
と
ど
ま
ら
ず
、

互
い
に
支
え
合
い
、
誰
も
が
家
庭

や
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
い
き
い

き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
福
祉
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
な
ど
援
護
を
必
要
と
す
る

方
へ
の
支
援
の
た
め
、
日
頃
か
ら

隣
近
所
の
支
え
合
い
や
見
守
り
を

行
う
な
ど
、
地
域
力
を
活
用
し
た

地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
な
ど
の
推
進
と
、
そ
の

活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

❸
思
い
や
り
の
心
で
楽
し
く
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
お
互
い
を
尊
重
す
る
思
い
や
り

の
心
を
持
ち
、
地
域
で
の
触
れ
合

い
を
通
し
、
福
祉
の
輪
を
広
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
地
域
に
暮
ら
し
て
い
て
楽
し
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
行
政

と
市
民
の
皆
さ
ん
で
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■ 

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

　
本
計
画
の
改
定
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト（
24
年
１
月
と
４

月
に
実
施
）や
、
原
案
に
対
し
て

意
見
を
聴
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト（
25
年
１
〜
２
月
実
施
）を
行
い

ま
し
た
。

　
計
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
冊
子
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
地
域
福
祉
課
福

祉
総
務
係（
☎
・
内
線
１
１
６
５
）

ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

表　市の年齢３区分別総人口と割合の推移

資料：平成17・22年は「国勢調査」（各年10月１日現在）、18～21、23年は「県
人口移動報告年報」（各年10月１日現在）。22年と23年の総人口には、年齢不詳者
人数が含まれているため、年齢３区分別総人口の合計と合致しません。

図　市地域福祉計画と福祉に関連する計画・指針
　　などとの関係

市
地
域
福
祉
計
画
を
改
定
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